
（１）2030年のあるべき姿の実現へ向けた取組の達成状況
No 達成度

(%)

経1  2020年3⽉ 90 件 2021年 135 件 2030年 390 件 15.0%

経2  2020年3⽉ 87 件 2021年 158 件 2030年 360 件 26.0%

経3  2020年3⽉ 182 万⼈ 2021年 117.8 万⼈ 2030年 230 万⼈ -133.8%

経4  2020年3⽉ 63 件 2021年 118 件 2030年 320 件 21.4%

社5  2020年3⽉ 47.1 ％ 2021年 38.8 ％ 2030年 61.8 ％ -56.5%

社6  2020年3⽉ 15 箇所 2021年 15 箇所 2030年 15 箇所 100.0%

社7  2020年3⽉ 102.8 ⼩学校 2021年 94.2 ⼩学校 2030年 103.0 ⼩学校 -4300.0%

社7  2020年3⽉ 101.8 中学校 2021年 100.7 中学校 2030年 105.0 中学校 -34.4%

社8  2020年3⽉ 132 社 2021年 189 社 2030年 400 社 21.3%

社9  2020年3⽉ 37.8 ％ 2021年 42.8 ％ 2030年 90.0 ％ 9.6%

社10 2020年
3⽉

11,011 ⼈ 2021年 6,647 ⼈ 2030年 16,700 ⼈ -76.7%

社11  2020年3⽉ 41 件 2021年 98 件 2030年 138 件 58.8%

環12  2020年3⽉ 725 ⼈ 2021年 948 ⼈ 2030年 1,020 ⼈ 75.6%

環13  2020年3⽉ 42 箇所 2021年 44 箇所 2030年 50 箇所 25.0%

環14  2020年3⽉ 6 件 2021年 7 件 2030年 16 件 10.0%

環15  2020年3⽉ 1,951 ㎡ 2021年 1,986 ㎡ 2030年 7,300 ㎡ 0.7%

環16  2020年3⽉ 994 g 2021年 963 g 2030年 800 g 16.0%

環17  2020年3⽉ 7,775 ⼈/年 2021年 3,251 ⼈/年 2030年 10,000 ⼈/年 -203.3%

公共施設への太陽光発電設備導⼊箇所
数（累計）【7.2】

バイオマスを活⽤した事業創出件数（累
計）【9.4】

中⼼市街地の緑化・花壇等整備⾯積（累
計）【11.7】

1⼈1⽇あたりのごみ排出量【12.5,13.3】

将来の夢や⽬標を持っている⼦どもの割合
（中学3年⽣）【1.2,1.4】

地域計画に基づく新たな取組⽀援数（累
計）【11.2,11.3,11.a】

国際環境協⼒における研修⽣受⼊数（累
計）【6.5】

アクトビレッジおの（⾃然環境教育拠点施
設）で体験学習する⼈数（⼈/年）
【14.1,15.4】
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事業化・創業実現件数（累計）
【8.2,8.3,8.5,8.9】

指標名
※【】内はゴール・ターゲット番号

ICT・IoTなどの新技術の活⽤・導⼊件数
（累計）【9.b】

多様な働き⽅確保⽀援センターにおける就
職マッチング件数（累計）
【8.2,8.3,8.5,8.9】

観光客数（万⼈/年）
【8.2,8.3,8.5,8.9】

地域福祉総合センター「福祉なんでも相談
窓⼝」の設置数（累計）【3.8】

全国学⼒・学習状況調査結果（全国を
100とした指標）【4.1,4.4,4.7】

⼥性活躍推進企業認証数（累計）
【5.1,5.2,5.5,5.b,5.c】

障害がある⼈にとって宇部市が暮らしやすい
まちだと思う⼈の割合【10.2】

中⼼市街地の休⽇1⽇当たりの通⾏者数
【11.2,11.3,11.a】

全国学⼒・学習状況調査結果（全国を
100とした指標）【4.1,4.4,4.7】

2018年度
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（２）⾃治体SDGsの推進に資する取組の達成状況（2021年〜2023年）

No 取組名 指標名 達成度
（％）

1 ICT/地域イノベーショ
ン、働き⽅改⾰の推進

事業化・創業実現件数
（累計）

 2020年3⽉ 90 件 2021年 135 件 2023年 190 件 45.0%

2 ICT/地域イノベーショ
ン、働き⽅改⾰の推進

新規農林業就業者数
（累計）

 2020年3⽉ 42 ⼈ 2021年 53 ⼈ 2023年 58 ⼈ 68.8%

3 ICT/地域イノベーショ
ン、働き⽅改⾰の推進

多様な働き⽅確保⽀援
センターにおける就職マッ
チング件数（累計）

 2020年3⽉ 87 件 2021年 158 件 2023年 180 件 76.3%

4 ICT/地域イノベーショ
ン、働き⽅改⾰の推進

ICT・IoT活⽤による社
会的課題の解決件数
（累計）

 2020年3⽉ 17 件 2021年 25 件 2023年 39 件 36.4%

5 ICT/地域イノベーショ
ン、働き⽅改⾰の推進

ICT・IoTなどの新技術の
活⽤・導⼊件数（累
計）

 2020年3⽉ 63 件 2021年 118 件 2023年 158 件 57.9%

6 観光産業の推進 観光客数（万⼈/年）  2020年3⽉ 182 万⼈/年 2021年 117.8 万⼈/年 2023年 205 万⼈/年 -279.1%

7 観光産業の推進 外国⼈観光客数（千
⼈/年）

 2020年3⽉ 11 千⼈/年 2021年 0.4 千⼈/年 2023年 22.5 千⼈/年 -92.2%

8 観光産業の推進 本市における観光客の
旅⾏消費額（億円/

 2020年3⽉ 123 億円/年 2021年 80 億円/年 2023年 135 億円/年 -358.3%

9
地域⽀えあい包括ケア
システムと連携したコン
パクトシティの推進

地域福祉総合センターの
設置数（累計）

 2020年3⽉ 15 箇所 2021年 15 箇所 2023年 15 箇所 100.0%

10
地域⽀えあい包括ケア
システムと連携したコン
パクトシティの推進

ご近所ふれあいサロン箇
所数（累計）

 2020年3⽉ 207 箇所 2021年 222 箇所 2023年 220 箇所 115.4%

11
地域⽀えあい包括ケア
システムと連携したコン
パクトシティの推進

地域計画に基づく新たな
取組⽀援数（累計）

 2020年3⽉ 41 件 2021年 98 件 2023年 68 件 211.1%

12
地域⽀えあい包括ケア
システムと連携したコン
パクトシティの推進

地域内交通利⽤者数
（⼈/年）

 2020年3⽉ 9,785 ⼈/年 2021年 10,128 ⼈/年 2023年 13,100 ⼈/年 10.3%

13
持続可能な開発を学
ぶための教育、学習機
会の推進

課題の解決に向けて、⾃
分で考え主体的に取り
組もうとする児童⽣徒の
割合

 2020年3⽉ 32.8 ⼩学校 2021年 27.5 ⼩学校 2023年 85.1%

13
持続可能な開発を学
ぶための教育、学習機
会の推進

課題の解決に向けて、⾃
分で考え主体的に取り
組もうとする児童⽣徒の
割合

 2020年3⽉ 39.8 中学校 2021年 45.0 中学校 2023年 139.3%

14
持続可能な開発を学
ぶための教育、学習機
会の推進

中学校卒業段階で英検
3級程度以上の英語⼒
を⾝につけた⽣徒の割合

 2020年3⽉ 45.9 ％ 2021年 43.3 ％ 2023年 51 ％ -51.0%

15
持続可能な開発を学
ぶための教育、学習機
会の推進

環境教育プログラム実施
校数（累計）

 2020年3⽉ 7 校 2021年 13 校 2023年 16 校 66.7%

16 若者・⼥性の活躍推
進 ⾼校⽣の市内就職割合  2020年3⽉ 46.5 ％ 2021年 42.4 ％ 2023年 54.0 ％ -54.7%

17 若者・⼥性の活躍推
進

「まちづくり」イベント・⾏
事の企画・運営に参画し
た市⺠（⾼校⽣以上
30歳未満）の⼈数

 2020年3⽉ 176 ⼈ 2021年 202 ⼈ 2023年 300 ⼈ 21.0%

18 若者・⼥性の活躍推
進

⼥性活躍推進企業認
証数（累計）

 2020年3⽉ 132 社 2021年 189 社 2023年 230 社 58.2%

19 若者・⼥性の活躍推
進

⼥性職場環境改善件
数（件/年）

 2020年3⽉ 9 件/年 2021年 14 件/年 2023年 10 件/年 500.0%

20 共⽣社会ホストタウン
の推進

障害がある⼈にとって宇
部市が暮らしやすいまち
だと思う⼈の割合

 2020年3⽉ 37.8 ％ 2021年 42.8 ％ 2023年 84.0 ％ 10.8%

21 共⽣社会ホストタウン
の推進

地域福祉総合センター
「なんでも相談窓⼝」の
設置数（累計）

 2020年3⽉ 15 箇所 2021年 15 箇所 2023年 15 箇所 100.0%

22 共⽣社会ホストタウン
の推進

公共（学校施設は除
く）・⺠間施設のバリアフ
リー化⼯事件数（件/
年）

 2020年3⽉ 37 件/年 2021年 21 件/年 2023年 44 件/年 -228.6%

23
⼦どもの貧困対策、地
域の⾒守り・⽀え合い
の推進

将来の夢や⽬標を持って
いる⼦どもの割合（⼩学
6年⽣）

 2020年3⽉ 67.0 ％ 2021年 60.7 ％ 2023年 80.0 ％ -48.5%

24
⼦どもの貧困対策、地
域の⾒守り・⽀え合い
の推進

将来の夢や⽬標を持って
いる⼦どもの割合（中学
3年⽣）

 2020年3⽉ 47.1 ％ 2021年 38.8 ％ 2023年 56.5 ％ -88.3%

25
⼦どもの貧困対策、地
域の⾒守り・⽀え合い
の推進

ご近所ふれあいサロン箇
所数（累計）

 2020年3⽉ 207 箇所 2021年 222 箇所 2023年 220 箇所 115.4%

26 ガーデンシティの推進 中⼼市街地の緑化・花
壇等整備⾯積（累

 2020年3⽉ 1,951 ㎡ 2021年 1,986 ㎡ 2023年 2,300 ㎡ 10.0%

全国平均
+4.0％以上

当初値 2022年
実績

2023年
⽬標値

2023年
実績

2021年
実績

全国平均
+4.0％以上
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27 ガーデンシティの推進 花・緑と調和した彫刻設
置計画の進捗率

 2020年3⽉ 66.7 ％ 2021年 77.8 ％ 2023年 100 ％ 33.3%

28 地域エネルギー・バイオ
マス産業都市の推進

公共施設への太陽光発
電設備の導⼊箇所数
（累計）

 2020年3⽉ 42 箇所 2021年 44 箇所 2023年 47 箇所 40.0%

29 地域エネルギー・バイオ
マス産業都市の推進

エネルギー利⽤のスマート
化実証事業数（累

 2020年3⽉ 3 件 2021年 4 件 2023年 7 件 25.0%

30 環境保全対策の推進 国際環境協⼒における
研修⽣受⼊数（累

 2020年3⽉ 725 ⼈ 2021年 948 ⼈ 2023年 780 ⼈ 405.5%

31 環境保全対策の推進 1⼈1⽇当たりのごみ排
出量

 2020年3⽉ 994 g 2021年 963 g 2023年 840 g 20.1%

32 環境保全対策の推進
⺠⽣部⾨からの温室効
果ガス排出量（千トン-
CO2/年）

 2020年3⽉ 438 千トン 2021年 379 千トン 2023年 428 千トン 590.0%

33 環境保全対策の推進 汚⽔処理⼈⼝普及率  2020年3⽉ 91.7 ％ 2021年 92.7 ％ 2023年 93.5 ％ 55.6%

34 環境保全対策の推進 新規農林業就業者数
（累計）

 2020年3⽉ 42 ⼈ 2021年 53 ⼈ 2023年 58 ⼈ 68.8%

（３）ＳＤＧｓ未来都市計画推進のKPI達成に係る評価及び課題等

2023年
⽬標値

（１）2030年のあるべき姿の実現へ向けた取組の達成状況
・№2︓ 個別⾯談や講習会等の開催による伴⾛型⽀援によりに、2021年度の⽬標を⼤幅に超えている。
・№3︓新型コロナウイルスの感染拡⼤、緊急事態宣⾔や⾏動制限により、全国的に外出の機会が激減している。インバウンドを含めて観光における全体的な動きが減っていることもあり、観光客数、
旅⾏消費額は⽬標を⼤きく下回っている。今できることとして、ポストコロナに向けてのプロモーションや情報発信を強化し、今後につながる地域資源を活⽤したツーリズムや、近隣他市町との広域連携に
より、周遊・交流を促進していく。
・№5︓将来の夢や⽬標を持っている⼦どもの割合（⼩学6年⽣）（中学３年⽣）については、当初値より減少という結果となったが、全国調査の割合も⼤きく減少しており、2018年度の⼩学６
年⽣68.2％、中学３年⽣45.3％から2021年度はそれぞれ60.2％、40.5％となっている。新型コロナウイルス感染症の感染拡⼤により、新しい⽣活様式が求められたため、⼩中学⽣の意識に影
響を与えているものと考えられる。⾏動制限等の解除により、今後、向上していくことが⾒込まれる。
・№7︓前回を下回り⽬標に達しなかったことは、⾝に付けておかなければいけない学習内容が⾝に付いていないことと、児童の学習意欲の減少が課題である。その対応として、宇部市の児童⽣徒の学
⼒上の課題を解決するために、令和4年度から学⼒向上推進協議会を設⽴した。協議会では、児童⽣徒の学⼒上の課題解決に向けて、授業のスタートラインを改訂し、各学校で活⽤できるよう協
議することとしている。
・№9︓講演会等を通じて、さらに市⺠や企業等に正しい理解を促進するとともに、コミュニケーション等の環境整備、⼈材育成、雇⽤環境など、ソフト・ハードの両⾯からさらなる障害者⽀援に取り組
む。
・№10︓コロナウイルス感染症による飲⾷店の⾃粛要請や⾏動制限等の影響により、通⾏量の減少に⼤きな拍⾞がかかった。今後は、⾏動制限の緩和等、市役所新庁舎の整備、常盤通りウォーカ
ブル化事業等により、⼈流が活発になることが想定される。
・№11︓コロナ禍により地域活動が停滞しないよう積極的な伴⾛⽀援を⾏ったことから、⽬標を⼤幅に超えている。
・№12︓コロナ禍でリモートによる海外研修に切り替え、⼀度に多くの研修員に対して研修可能となったため進捗している。
・№15︓若⼲遅れ気味ではあるが、これからの新庁舎の整備等に併せ、緑化・花壇整備も計画通りに進む予定となっている。
・№16︓減少傾向にあるが、全国平均と⽐較すると⾼い⽔準にあり、計画で定める⽬標値にも乖離がある状況である。引き続き、住⺠説明会など様々な３R施策の周知徹底をすることで市⺠等の
ごみ減量意識の向上を図り、ごみの減量化に取り組む。
・№17︓コロナの影響により閉館期間もあったことなどから、利⽤者数が減少しているが、⾏動制限の緩和等により回復が⾒込める。併せて、情報発信をしながら施設利⽤促進に取り組んでいく。

（２）⾃治体SDGsの推進に資する取組の達成状況（2021年〜2023年）
・№3︓（1）の№2に既出
・№6︓（1）の№3に既出
・№7︓（1）の№3と同じ
・№8︓（1）の№3と同じ
・№10︓ご近所ふれあいサロンの個所数は⽬標達成しているが、コロナ禍で休⽌や廃⽌したサロンもあるため、今後も活動継続に向け⽀援していく必要がある。
・№11︓（1）の№11に既出
・№13︓⽬標値（全国平均＋2.0％以上　➡　⼩学校32.3％、中学校35.5％）を⼩学校が下回り、中学校は上回った。課題と今後の対応としては、（1）の№7と同じ
・№14︓コロナ禍の影響により、⽣徒同⼠が英語を⽤いて対⾯でやり取りをする機会が⼤幅に減少したこともあり、2021年度の調査では、当初値より下がった。今後の⾒通しとして、授業では、感染
対策を講じながら、⽣徒と教師または、⽣徒同⼠による英語のやり取りが頻発に⾏われるようになってきた。また、オンラインドリルやデジタル教科書が活⽤できるようになり、⽣徒は今まで以上に実践的
な英語⼒の習得ができるようになっている。したがって、今後は、さらにオンライン英会話やALTの活⽤についての英語教員研修を充実させ、⽣徒の英語⼒を⼀層向上させていく。
・№16︓当初から4.1%の減少となり、⾼校⽣の市内企業への就職促進が依然として課題となっているため、地元企業の情報発信や職業イベント等を通じて⾼校⽣の地元志向を促進していく。
・№19︓コロナ禍などを背景に利⽤件数が着実に増えてきたが、その中にはリピーターも多いため、今後は認証と併せ、新規事業者の参⼊を促進していく。
・№20︓（1）の№9に既出
・№22︓公共施設のバリアフリー化が進んだため、⼀時的に減少。そのため、今後は⺠間施設の助成について周知等の対策を進めていく。
・№23︓（1）の№5と同じ
・№24︓（1）の№5に既出
・№25︓№10に既出
・№26︓（1）の№15に既出
・№30︓（1）の№12に既出
・№31︓（1）の№16に既出
・№32︓太陽光発電の導⼊が進むとともに節電・省エネの取組によって、⺠⽣部⾨における買電量が減少傾向にあるため進捗している。

当初値 2021年
実績

2022年
実績

2023年
実績




